
 

 

牛久市教育委員会６月定例会会議録 

 

 

１．日  時  平成２７年６月２２日（月）午後１時３０分 

２．場  所  市役所分庁舎 第１会議室 

３．出席委員  後藤 雅宣・石井美知夫・染谷 郁夫・芦田 亜里香 

４．委員以外  教育部長          川井 聡 

の出席者  次長            中澤 勇仁  

教育総務課     課長  川真田 英行 

指導課       課長  村松 美一 

児童クラブ課    課長  山岡 勉 

生涯学習推進室   室長  田中 雅司 

中央図書館     館長  栗山 雄一 

スポーツ推進課   課長  木村 光裕 

教育総務課    課長補佐  富田 真幸 

教育総務課    課長補佐  戸塚 美幸 

第一幼稚園     園長  中村 恵子 

指導課     課長補佐  山口 明 

文化芸術課   課長補佐  横瀬 幸子 

生涯学習推進室 室長補佐  山越 義弘 

スポーツ推進課 課長補佐  飯島 美博 

スポーツ推進課 課長補佐  高橋 頼輝 

５．欠  席  教育委員    宮原 節子 

        文化芸術課課長 手賀 幸雄 

６．会議録署名人 教育委員 石井 美知夫 

７．議  題  議案第３３号 平成２７年度牛久市文化財保護審議委員の委嘱について 

        議案第３４号 平成２７・２８年度スポーツ推進委員の委嘱について 

        議案第３５号 牛久市教育支援委員会委員の委嘱について 

        議案第３６号 平成２７・２８年度牛久市社会教育委員の委嘱について 

        諮問第 １号 牛久市文化財保護審議会への諮問について 

        報告第 ９号 牛久市いじめ防止対策推進条例について 

        報告第１０号 牛久市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例について 

８．協議事項  第二幼稚園の耐震対策について 
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石井職務代理者 

 

 

文化芸術課課長
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スポーツ推進課

長 

 

開会を宣言する。 

会議録署名人 石井 美知夫 委員を指名する。 

 

議案第３３号 「平成２７年度牛久市文化財保護審議会委員の委嘱について」

事務局より説明を求める。 

 

 

 

議案第３３号 「牛久市文化財保護審議会委員の委嘱について」ご説明させ

ていただきます。 

 今回の内容は、文化財保護審議会委員の任期が平成２７年７月１日をもって

終了となりますので、新たに委員を委嘱することとなります。委嘱期間につき

ましては、平成２７年７月２日から平成２９年７月１日までの２年間になりま

す。 

 文化財保護審議会ですが、やはり専門性が問われる会議となっております。

また、人材も豊富にいらっしゃるという分野ではないということもありまして、

今回も、全員再任ということで委嘱をさせていただければと思います。 

 以上のことから、審議会委員の委嘱について教育委員会の同意を求めるもの

であります。 

 

 

 

４番の山岡さんですが、大分ご高齢だと思うんですが、健康上は大丈夫でしょ

うか。 

 

 ご本人にも確認しましたところ、続けさせていただきたいということで、お

返事をいただきました。 

 

議案第３３号について出席者全員の賛成を得る。 

 

 

 

  続きまして、議案第３４号「平成２７・２８年度スポーツ推進委員の委嘱に

ついて」事務局の説明を求める。 

 

 

 

議案第３４号「平成２７・２８年度牛久市スポーツ推進委員の委嘱について」

ご説明いたします。 

 牛久市では、牛久市スポーツ推進委員規則により、平成２７年４月１日から
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指導課課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年間の任期で、現在２１名の方に委嘱しておりますが、平成２６年度の人数

と比べて１名の減となっております。これに伴い、別紙名簿のとおり１名の方

に平成２７年７月１日から平成２９年３月３１日までの１年９カ月の残任期間

の任期でお願いすることとなりました。 

 新任の吉本様につきましては、南１丁目にお住まいで、バドミントンを得意

とされております。スポーツ推進委員の職務としては、スポーツ基本法第３２

条第２項に、当該市町村におけるスポーツ推進のための教育委員会規則の定め

るところにより、スポーツの推進のための事業の実施に係る連絡調整並びに住

民に対するスポーツの実技の指導、その他スポーツに関する指導及び助言を行

うものとすると定められております。 

 牛久市スポーツ推進委員規則に定めている内容につきましては、まず１番、

住民の求めに応じて、スポーツの実技の指導を行う。２番、住民のスポーツ活

動の促進のための組織育成を行う。３番、学校、生涯学習センターその他の教

育機関、その他の行政機関の行うスポーツ行事または事業に関し協力する。４

番、スポーツ関係団体、その他の団体の行うスポーツに関する行事または事業

に関し、求めに応じ協力する。５番、住民一般に対しスポーツについて理解を

深めること。６番、前各号に掲げるもののほか、住民のスポーツ推進のための

指導、助言を行うこと。以上、６項目が主な職務となっております。今回の追

加で委嘱する吉本様については、これからの職務を遂行していただけるものと

考えております。よろしくお願いします。 

 

 

議案第３４号についての質疑を受けるが質疑なし。 

 出席委員全員の賛成を得る。 

 

 

 

 次に、議案第３５号「牛久市教育支援委員会委員の委嘱について」事務局よ

り説明を求める。 

 

 

 議案第３５号「牛久市教育支援委員会委員の委嘱について」ご説明いたしま

す。 

 本委員会は、特別な教育的支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対し、早

期からの一貫した教育支援を充実させるために調査し、審議する教育委員会の

諮問機関であります。今回２年間の任期満了に伴い、委嘱任命するものです。

委員は１３名であります。 

 このたび、新規に委嘱任用の方は、学識経験者としまして市議会教育民生常

任委員長諸橋太一郎委員、学校教育関係者としまして校長会長、向台小学校校

長石井直人委員、中学校特別支援学級代表としまして、牛久第一中学校教諭片
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文化芸術課課長

補佐 

 

 

 

 

岡志樹子委員、市指導課、きぼうの広場主任青木美幸委員、以上の４名であり

ます。任期は平成２７年７月１日から平成２９年６月３０日までの２年間とな

ります。よろしくお願いします。 

 

 

議案第３５号についての質疑を受けるが質疑なし。 

 出席委員全員の賛成を得る。 

 

 

 

 続いて、議案第３６号「平成２７・２８年度牛久市社会教育委員の委嘱につ

いて」事務局の説明を求める。 

 

 

 議案第３６号「平成２７・２８年度牛久市社会教育委員の委嘱について」ご

説明いたします。 

社会教育委員につきましては、本年６月３０日で任期満了となりますので、平

成２７年７月１日から平成２９年６月３０日の２年間を委嘱するものでありま

す。メンバーの１１名につきましては、再任並びに新任でございます。その中

で、７番目の牛久市文化芸術振興審議会、こちらの方につきましては、まだ委

員会の総会が始まっていませんので、また決まり次第、その任期中をお願いし

たいということであります。 

 以上、議案上程といたします。よろしくお願いします。 

 

 

議案第３６号についての質疑を受けるが質疑なし。 

出席委員全員の賛成を得る。 

 

 

 

 続いて、諮問第１号「牛久市文化財保護審議会への諮問について」事務局の

説明を求める。 

 

 

 諮問第１号「牛久市文化財保護審議会への諮問について」ご説明いたします。 

現在の「牛久市文化財保護計画」については、計画期間が、平成１８年度から

平成２７年度になっております。これからまた、今後１０年間の計画を策定す

るに当たりまして、牛久市文化財保護審議会へ意見を求めるために諮問を行う

ものであります。以上です。 
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諮問第１号についての質疑を受けるが質疑なし。 

出席委員全員の賛成を得る。 

 

 

 

 続いて、報告第９号「牛久市いじめ防止対策推進条例について」事務局の説

明を求める。 

 

 

 第２回市議会定例会に議案第４１号として提案されました「牛久市いじめ防

止対策推進条例」ですが、原案どおり議決されましたので、別紙のとおり報告

いたします。 

 質疑等の中で、責務という文言につきまして幾つかご指摘がありまして、児

童生徒の責務であったり、保護者の責務であったり、市民の責務であったりと

いう文言があるわけですが、教育委員会の責務というものが、この中に入って

いませんでしたので、我々としましては、市の責務ということで、市と教育委

員会は一体であるという考えで答弁をいたしまして議決はされましたが、今後、

教育委員会の責務ということについて、より分かりやすくするために、牛久市

いじめ防止基本方針のほうで、多少文言修正が入る可能性もありますので、ご

協力をお願いしたいと思います。以上です。 

 

 

 

続いて、報告第１０号「牛久市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例について」事務局の説明を求める。 

 

 

議案第４２号として牛久市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例について、第２回市議会定例会において議

決されましたので、ご報告いたします。 

 この中では、４つの委員会の報酬等が定められていますが、今後、それぞれ

牛久市いじめ問題対策連絡協議会、牛久市教育委員会いじめ問題専門委員会、

牛久市教育委員会いじめ調査委員会等の組織の規則について定めていきたいと

考えています。また、ご協力をお願いしたいと思います。以上です。 

 

 

次に協議事項についてですが、第二幼稚園の耐震対策について、事務局より

説明を求める。 
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 今回まず、報告も兼ねて第二幼稚園の耐震対策並びに幼稚園の今後のスケジ

ュールということで、資料を配布させていただきました。前回決まった資料も

後ろにつけています。 

 ６月市議会定例会において追加議案として３，０００万円の補正予算を提出

し、可決されました。工事費として、第二幼稚園の耐震補強工事で３，０００

万円を確保しました。これについては、耐震補強並びに可能な範囲で内装及び

照明等の改修がある程度できればということで考えています。併せて、実施設

計については、現在、見積もりを取っているところですが、予備費対応で考え

ております。 

 経過について申し上げますが、昨年の１２月の頭に耐震診断を発注し、３月

２３日に業務確認を行っております。その中で、結果として耐震診断の値でＩ

Ｓ値というのがありますが、これが０．２４です。これは一番低いところでご

ざいまして、０．４とか、部所によっていろいろありまして、一番低いところ

が０．２４という状況でした。 

 国交省の基準では、この値について０．６以下は耐震対策が必要となってお

り、文科省のほうでは、さらに厳しく０．７以下が耐震対策の基準となってい

ます。耐震対策については、平成２７年度中に終わらせるように通達が来てい

ます。それを受けまして、最短で間に合う６月補正ということで耐震の工事費

３，０００万円を上程しまして予算を確保いたしました。この後、一応６月３

０日に保護者にご説明ということで予定を組んでいます。 

 耐震工事の設計について、今、発注の準備を進めているところですが、通常

の設計と違い設計した内容について耐震性の審査を受けなくてはいけないとい

うことで、若干長くかかりそうなことがわかってきました。それで、設計が１

０月くらいまでかかってしまうのではないかと考えています。 

１０月には来年度の園児募集が始まりますので、１０月３１日、１１月１日

の土日あたりで、第二幼稚園の引越しを考えています。牛久小に空き教室があ

りますので、年度末までそちらを借りて幼稚園を運営するという形で考えてお

ります。 

耐震補強工事については、工事期間を１１月から３月までということで考え

ております。３月１６日が第二幼稚園の卒園式となっており、それまでに工事

を終わりたいと思っていますが、少し厳しいかなと考えています。その場合は、

牛久小で卒園式を行うか、第一幼稚園のように中央生涯学習センターを借りて

行う形になってくると考えております。以上が第二幼稚園の今後のおおまかな

スケジュールとなっています。 

 耐震補強工事については以上ですが、前回から幼稚園の今後の方向性という

ことで、いろいろご議論いただいている中で、今年度、秋口にはまた新年度の

募集を行うという状況もありますので、一応事実として、こういうところを考

えなければいけないかなというところを並べてみました。これは、あくまでも

教育総務課なり周辺で議論していることを書きつづってみただけですので、こ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れでどうこうということではございません。ご議論の材料と考えていただけれ

ばと思います。 

 第一幼稚園についてですが、まず、中根小学校では現在、普通教室３５教室

中、３３教室を使っており、２教室の余裕があるという状況です。中根小学校

の学級数がどうなのかということで見ますと、２８年度に３５学級は埋まって

しまうという予定です。これは、前回お配りした資料にも、児童数の推移とあ

わせてクラス数の推移を上げております。２９年度には３７学級という形にな

りますので、２クラス分どこかを空けるしかないという調整が入ってまいりま

す。もちろん、第一幼稚園だけではなく、児童クラブ等でも使っている部分も

ありますが、やはり、学校との関連性を考えると児童クラブのほうが強いのか

なということで考えております。 

 そうなってきた場合に、２８年度末、２年先には第一幼稚園の中根小学校か

らの移転というか、そういったものが必要になってくるのではないかというこ

とで予想しております。２９年度当初で第一幼稚園の園舎分の教室の確保が困

難になるという見込みが、もう明らかに見えてきています。そうした場合に、

直近で２８年度の新入園児の募集というものが、即、２８年度末の児童数に絡

んでくるということで、それほど先ではない状況で判断が必要になってくるも

のということで考えております。 

 一方で第二幼稚園につきましては、今回、耐震診断の結果、耐震補強をやっ

て運営を続けるということを判断したわけでございますが、これは、公立幼稚

園としてというだけではなく、幅広で考えて、幼稚園を一元化する流れなりで

可能な限り運営面での改善を行う。また、授業料等についても、今後、市内の

私立幼稚園も新制度に変わっていくでしょうから、そういった見直し等も考慮

に入れるしかない。また今後、子ども・子育て支援新制度の中で子ども園、教

育・保育の両方が、親の就労状況にかかわらず受けられる子ども園への移行と

いうものが、やはりニーズとして高まってくるということが容易に予測されま

すので、そういった方向性も検討するしかないといったあたりが課題になって

くるのかなということで書かせていただきました。 

 このあたりにつきましては、具体的なスケジュールはともかくといたしまし

て、方向性につきましては議会等でも幼稚園の一般質問がございまして、その

中で議員にお答えする形で答えている内容でございます。 

 ちなみに、２枚目のほう、支援の必要な子供の公立での受け皿という問題な

んですが、これが、前回の定例会でお出しした資料が、その次に２枚ありまし

て、４枚目一番最後のページの一番最後の表、こちらでいきますと、在園中の

お子さんの状況としては、第一幼稚園が４名、第二幼稚園１１名で１５名程度

支援の必要なお子さんを受け入れているのかなというようなことで、前回、資

料を提供させていただきました。今回、議員からの一般質問に答えるに当たり

まして、実際の教育支援委員会での審議の状況を確認しましたところ、公立幼

稚園の中から特別支援学級に行っているお子さんについては、審議された数が

２件という中で、１件が特別支援学級適ということで行っているという状況で
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ございまして、私立幼稚園のほうが、実は１８件審議されて１２件適というこ

とで行っているような状況がありましたので、改めて資料としてつけ加えさせ

ていただきました。 

 最後になりますが、第一幼稚園の状況がありますので、募集をどうするかと

いうことを考えるに当たって、やはりそこら辺の議論を深めていかなければな

らないのかなということで考えています。よろしくお願いいたします。 

 

 

私立幼稚園も多くの障害のある子供たちを受け入れている実態があるという

ことですか。 

 

そうなります。 

 

中根小学校の児童数のピークはいつですか。 

 

学級数のピークは、平成３１年で４０学級です。 

 

中根小は、これ以上増築しなくて済みますか。 

 

現在の教室数で、児童クラブの部屋までを考えると、４１クラスまでは対応

できます。 

 

幼稚園が移転すれば、ピーク時でも対応できるのですか。 

 

幼稚園が４教室、児童クラブが２教室、使用していますのでそこまで含める

と４１教室あります。あとは、他の教室の転用を考えれば対応できますが、工

事が必要です。 

 

平成２８年度に移転するしかないということになりますと、この夏に園児募

集をしてしまうと、４歳児が入ってきて卒園までに２年かかります。要するに、

第一幼稚園、第二幼稚園、どちらも募集をかけてしまうか、１つにしたような

形で、募集するのかということになります。その判断を、この夏にしないと。

２８年に移転するということになると、そろそろ決めるしかないという現実が

あります。認定子ども園にするという話になりますと、やはり広く意見を求め

なくてはならないと思います。 

 

それにつきましては、社会福祉協議会との調整も全然行っておりません。 

 

ですから、まずは２園を１園という議論なども含めて、１園の状態で二、三

年は幼稚園として運営をしていくと。その間に、子ども園への変更という部分
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で社協経営の保育園との協議などもそこで行って、将来的に、民営化にすると

きに子ども園にするか、もしくは３年ぐらい幼稚園として運営した後に子ども

園に変えて２年ぐらいやってみて、民営化するとかといった、幾つかの選択肢

もあると思います。 

 

保護者としては、子ども園の要求もありませんか。つまり、３歳から幼稚園

の終了後、夕方まで預かってもらえるという要望はありませんか。 

 

やはり、幼稚園を選ぶ保護者と保育園を選ぶ保護者で求めているニーズが違

うので、幼稚園にお子さんを通わせる保護者は、あくまで幼稚園。共稼ぎであ

っても、やはり幼稚園にこだわる方はこだわると思います。 

 

 幼稚園型の認定こども園ということですか。 

 

そうですね。保育園というと、やはり子供を預ける場所というイメージがあ

ります。 

 

委員がおっしゃっているのは、本当にそのものだと。いわゆる幼稚園が、教

育をちゃんとするところに対して、預かってくれるところという認識が、今、

普通に考えられているので、そこで我々教育委員会としては、公立保育園も含

めてですが、幼稚園の教諭と保育園の保育士の人事交流をしていきながら、幼

児教育という分野を保育園にどんどん入れていくという、そういうことをして

いかないと、今、おっしゃったようなことで、幼稚園なくなっちゃうのという

話がまず出てくると思いますので、牛久市の幼稚園でも子ども園でも保育園で

も、どこへ行っても同じレベルの幼児教育が受けられるんですよというふうに

していかないと、これをピッと切りかえるのは、かなり難しいのではないかと

思っています。そのためには、やはり保育園の幼児教育の質というものを、今

の保育重視から教育重視へ転換を図っていかないといけない。そのためには、

やはり今の幼稚園の現場を知っている幼稚園教諭が、学校の指導主事のような

立場で公立保育園に入っていって、やはり、教育というものはこうやるんだよ

というレクチャーをしていかないと、そういうふうに変えていけないのではな

いか。 

 

先生も、保育園の先生と幼稚園の先生とで、持っている資格も全然違うので

はないか。 

 

もちろんそうですね。幼稚園教諭と、いわゆる保育士というのは、当然、幼

稚園教諭の場合には文科省のほうです。ただ今は、両方持っている先生がほと

んどというふうに聞いています。 
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今は、簡単に両方の資格をとれるようにしなりつつあります。 

 

そうですね、特に今、今年から施行された子ども・子育て新制度に合わせて、

幼稚園の先生が保育士の免許をとる、持ってない方がとる。逆の保育士しか持

ってない方が幼稚園教諭の免許をとるというような、割と短時間の講習で取得

できるような特例制度が、期間限定だったと思いますが、設けられているので、

この機会に両方持ちましょうというふうに、国のほうでは進めているような状

況ですね。 

 

その前に、１つにするかの検討もするかということですね。 

 

１つになったとして、結局、場所が全然違うじゃないですか。じゃあ、第一

幼稚園がなくなったからとして、今使われている方たち、第一がなくなって第

二のほうに行くかという話ですよね。 

 

我々も、議論をしていく中では、やはりその問題が１つあります。ただ、第

一幼稚園があるひたち野地区というのは、私立幼稚園、保育園が充実していま

す。一方で、第二幼稚園があるところは、ほかにないんですね。幼稚園も保育

園もない状況ということで、全体の保育なり幼児教育のニーズの量の見込みと

いうことを考えると、今、定員にゆとりがある状況にあるので、その分を私立

幼稚園に担ってもらうということは考えてもいいのではないか。ある意味、別

の切り口で考えると、やはり公立幼稚園をある程度充実させることによって、

民業の圧迫という部分も出てきますので、やはり、その辺のバランスをどうと

っていくかも考えなくてはなりません。 

 先ほど、障害児の受け皿という話が出ましたけれども、あえて公立だから障

害児の受け皿という考え方をしていいのか。子ども・子育て新制度の適用を受

けた新しい幼稚園なり保育園というのは、当然、市が運営費を出すことによっ

て、そういった子どもたちもちゃんと受け入れていただかないと困るというふ

うに変わっていくと思います。そういったことにもある程度時間をかけていか

ないと、保護者の皆様にもそうですし、一般市民の方にも、なかなかご理解を

いただけないと思います。 

 

あとは、費用の問題ですよね。 

 

そうですね。 

 

それが一番大きいですよね。公立とすれば。 

 

こちらの資料にも書いてありますとおり、公立幼稚園の入園料が、３，００

０円。毎月の授業料が４，０００円という、やはりこの部分が非常に安い。安



 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦田委員 

 

後藤委員長 

 

 

 

 

 

教育部長 

 

後藤委員長 

 

芦田委員 

 

 

 

 

教育部長 

 

 

 

 

芦田委員 

 

教育長 

 

 

後藤委員長 

 

 

後藤委員長 

いから来ているというわけではないと思うんですけれども、ただ、それだけで

来ているわけではないと思いますが、ただ、中にはやはりそういう方も全くい

ないわけではない。ただ、今度の新制度に移ると、当然、保護者の所得に応じ

た授業料の設定になっています。どの幼稚園へ行っても一律の授業料になりま

すので、保護者の方の所得によって、極端な話ゼロから最大で２万円という設

定、４段階から５段階の設定になっていますので、公立に関しても、当然、同

じような、近い将来応能負担という形に変えざるを得ない状況にはきているの

かなと思います。 

 

難しい。 

 

うちの学部も幼稚園教員を育て、学生、今は両方勉強、とらせるようにして

います。さっきの話ですけれども、仮にそういう意味での、いわば保育のほう

でもきちんと学習指導要領に準拠したような形での内容を盛り込んでいくとい

うことが、多分、どう広報できるか、どうきちんと伝えられるかということに

かかってきていますね。 

 

そこがすごく重要だと思います。 

 

イメージだけで捉えられてしまうと、なかなか難しいのかなと。 

 

確かに、自分が子供たちの幼稚園、保育園を選ぶときにも、幾つも見て歩き

ましたし、公立幼稚園も見て、私立幼稚園も見て、保育園も、その立場から考

えると、なかなか難しいと思います。今は、近隣の市町村にもまだまだ通えま

すから。 

 

近隣の状況を見ても、公立幼稚園というのはなくなっているところが多いん

ですね。やはり、廃止しているという。近隣だけでなくて、全国的な傾向から

いったら、公立幼稚園というのは、どちらかというと廃園する方向で進んでい

ます。 

 

つくばなんかはまだまだ充実していますよね、公立の幼稚園も。 

 

つくばも中心地区は定員の半分くらいのところもあります。ただ、エクスプ

レス沿線は満員の状態です。 

 

それでは、以上で本日の議事及び協議は終了とさせていただきます。 

 

 

続いて、教育長報告。 
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各課長等 

 

特にありません。 

 

先週金曜日で終わりました６月議会の報告を若干させていただきたいと思い

ます。 

 まず、一般質問ですが、今回は１１人の議員さんから質問がございました。

指導課関係が３名、教育総務課関係が４名、それから文化芸術課関係が３名、

中央図書館関係が１名ということで、１１名の方からご質問を受けております。 

この３月まで、非常に多かったひたち野うしく地区への中学校問題に関する

ご質問については、今回は１名の方だけということで、ただ、ほかの方から人

口の増加という問題の切り口から、ひたち野地区の人口増加を今後も継続する

ためには、学校が必要なのではないかといったような切り口で若干質問をされ

たという経緯がございました。 

 ただ、実際、ひたち野地域に関しましては、我々の下根中に通う子供たちの

予測でも、大体平成３５、６年がピーク。そこから若干横ばいで減っていくと

いう予測を立てていますが、国のまち・ひと・しごと創生本部、そちらの人口

予測の部分、牛久市では平成３５年をピークに人口が減っていくだろうといっ

た予測がされている。大体、我々の中学生の生徒数の予測とほぼ変わっていま

せん。そんな状況がございます。 

 いずれにしても、土地がもうほとんどない中で、学校ができると人が増える

ような錯覚を持ってしまっているのではないかなといったような質問のありま

したので、その辺を、もう少し冷静に見ていただけると、ひたち野の将来とい

うものがどういうふうになるんだろうというのが、おのずとわかってくると思

います。それは、牛久駅周辺の地域が、かつて経験して現在に至ったことと全

く同じことが、今、ひたち野で起こっているんだというふうにご理解をいただ

いていると思いますが、やはり、そういった質問があったというようなことで

ございます。 

 それから、補正予算につきましては、先ほど教育総務課長からありましたよ

うに、第二幼稚園の耐震工事の補正予算、それからスポーツ推進課関係で、奥

野運動広場の駐車場の拡張工事の工事費が６１０万円ということで計上させて

いただいたものにつきましても可決をされたということで、執行部提案の議案

並びに補正予算等については、全て可決ということ。教育委員会で出しており

ましたいじめ関係につきましては、この後、指導課長のほうから報告があると

思いますけれども、全て全会一致、議案としては全会一致で議決をいただいた

というところでございます。以上です。 

 

 

続いて各課からの報告。 

 

文化芸術課   文化芸術振興基本計画について 
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        「うしくのお雛さま展」について 

児童クラブ課   児童クラブ、カッパ塾の常陽リビングへの掲載について 

         夏休みの児童クラブ及び補助支援員の募集について 

         平成２７年度土曜カッパ塾の予定について 

指導課      学び合いの日本教育新聞への掲載について 

         学びの共同体国際会議について 

         ＮＨＫのＥテレの取材について 

         いじめ問題について 

中央図書館    図書館だよりについて 

スポーツ推進課  新設される公園について 

 

 

 

以上で６月定例会を終了する。 

次回定例会は７月２７日（月）午後３時３０分から本庁舎第３会議室で行う。

よろしくお願いします。 

 

 

 


